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情報提供  

広島大学が長年をかけて築いてきたエジプトの高等教育機関をはじめとする各機

関との大切な絆を再確認し、これからの交流活動につなげるための機会として、広島

大学 75+75 周年記念事業（広島とエジプトの絆）を 8 月 3 日に実施します。 

「広島とエジプト -記憶を紡ぎ平和な未来を創る２つのオリエント」（広島とエジ

プトの絆）と題したシンポジウムには一般の方も参加いただけます。本シンポジウム

は、日本とエジプト双方の研究者が一堂に会し、本学構成員や地域の皆様に大エジプ

ト博物館（GEM）や最新のピラミッド研究について広く発信することで、両国の相

互理解を促進することを目的としています。民族衣装でご参加いただくと、先着順で

プレゼントをご用意しております。奮ってご参加ください。 

 

【日 時】令和 5 年 8 月 3 日（木）13：00～15：25（開場 12：4０） 

【会 場】広島大学霞キャンパス 広仁会館大会議室 

【開催方法】オンラインとのハイブリッド形式 

【定 員】200 人（対面会場人数） 

【言 語】日本語（アラビア語・英語から日本語への通訳あり） 

【主 催】国立大学法人広島大学  

【共 催】独立行政法人国際協力機構(JICA)、大エジプト博物館 

【後 援】広島市、公益財団法人広島平和文化センター、エジプト・アラブ共 

和国大使館 

【プログラム】 

① 対談：「ツタンカーメンと古代の病」 

       マムドーハ  エルダマティ 博士 

（アインシャムス大学、エジプト考古学者（前考古大臣）） 

越智 光夫 学長（広島大学） 

② 講演：「世紀の大発見 -スキャンされたピラミッド-」 

ハニー ヒラール博士（カイロ大学工学部教授、Scan Pyramids Project 

コーディネーター、元エジプト高等教育・科学研究大臣） 

③ 講演：「大エジプト博物館のいま！‐ファラオの至宝をまもる 2023‐」 

     アーテフ モフター 氏（大エジプト博物館プロジェクト及び周辺地域総責

任者） 

    アイーサ ジダン 博士（大エジプト博物館保存修復執行部門長)  

 

※開演前 １２：２０～１２：４０ 

メディア限定の記者会見を開催し、概要説明および講演者の 

フォトセッションを実施いたします。（写真撮影・取材可能） 

※講演会終了後はぶら下がり取材を受け付けます。 
 

【お問い合わせ先】 

国際室 国際部 グローバル化推進グループ 大塚 寛子 

Tel：082-424-6042 FAX：082-424-6179 

E-mail：kokusai-kyoten@hiroshima-u.ac.jp 

 発信枚数：Ａ４版 ４枚（本票含む） 

広島大学広報室 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-6762 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

広島大学 75+75 周年記念事業（広島とエジプトの絆） 

シンポジウム「広島とエジプト -記憶を紡ぎ平和な未来を創る２つのオリエント」 







（別紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

 

FAX：０８２－４２４－６０４０ 

広島大学 広報室 行 

 

 

 

 

日 時：令和５年 2 月 8 日（水）11 時 00 分〜12 時 00 分 

 

日 時：令和５年 8 月 3 日（木）13 時〜15 時 25 分 

場 所：広島大学 霞キャンパス 広仁会館 大会議室 

（広島市南区霞一丁目 2 番 3 号） 

 

    □ ご出席   【記者会見】 ・ 【対談、講演】 

               ※お手数ですが、参加される項目に〇をしてください  

 

    □ ご欠席 

 

 

 

貴社名：                        

 

部署名：                        

 

ご芳名：                   （計 人） 

 

電話番号：                       

 

 

 

※ 誠に恐れ入りますが、取材いただける場合には、上記にご記入頂き、8 月 2 日（水）

正午までにご連絡ください。 
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